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ステロイ ドによる治療の適応 と限界(田 中)につい
ての報告は30年間以上いまだに拒絶反応の治療の中心
がステロイ ドであることより,現時点でステロイドの













角)で は,移 植腎病理 を専門とする内科医の立場か
ら,拒絶反応診断における病理診断の価値と限界,そ
して今後の方向性につき述べてもらった.
タクロリムスは進行中の拒絶反応を抑えられるのか
(西岡)は,シ クロスポリンについで注目されている
タクロリムスがシクロスポリンを超える免疫抑制剤と
なりうるか,特 にongoingの拒絶反応を抑えること
のできるような薬剤であるのかどうかという観点から
検討 してもらったものである.
いずれのテーマも臨床の場面でその解決を迫られる
ものであ りながら簡単なものではなく,1回のシンポ
ジウムで解決のはかられるものではないが各演者はよ
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く現状と問題そ して今後の方向についての価値あるい
くつかの提言をされた.この紙面を借 りて謝意を表 し
たい.
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